
一般的社団法人まるごとデジタル
賛助会員をご検討されている企業様向け
説明資料



まるごとデジタルの取組方針
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私たちの取り組みに共感いただける自治体・企業と連携し、
誰もがデジタルを安全・自由に使いこなす社会の実現に向けて取り組んでいきます

社会状況

• 日本全体の人口の減少
• 高齢化社会の進展
• デジタルデバイドの拡大

• 財政への影響
• 地域活性力の低下
• 高齢者のコミュニケーション不全に
よる孤立

課題

「一般社団法人まるごとデジタル」の取り組み方針

デジタルインクルージョンの推進
住民のエンパワーメントの促進



まるごとデジタルの提供価値
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自治体コミットを引き出す仕組みづくり・事業全体の最適化調整などの
取り組み知見を広く全国の自治体へ共有していきます



ミッション・ビジョン・バリュー
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ミッション

ビジョン

＜組織の社会における使命・目的＞

人が主役の社会にむけた実践
（DXの定義＝人が主役になる状態）

＜組織が実現を目指す未来の姿＞

ユーザーのエンパワメント
（ユーザーの定義＝内と外＝サービス提供者と受益者）

バリュー

＜行動原則＞みらくるの共通価値観
・フルコースの料理より、お茶漬け
・フェアな関係性
・アジャイル型で課題解決し大切にするのはアジリティ
・セレンディピティを楽しむ
・人とコミュニティのエンパワメント
・提供価値の向上やコスト削減による高い顧客提供価値の創出

デジタルデバイド層解消（DX化の前
提条件）を軸に、官民連携の新しい形
が生まれる場として当該団体をプラッ
トフォーム組織として活用

既存サービスの組合せや新規サー
ビスの創出支援を通じて、住民と
サービス提供者（行政）のエンパ
ワメント

自助力・共助力が最大限
に活用される



賛助会員の参画状況
 令和6年3月時点で以下15自治体が自治体会員として参画しています。
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賛助会員の最新の
参画状況はこちら



賛助会員企業との連携イメージ

会費：10万円/年 ※LoGoチャットの利用料金を含みます

勉強会に
参加できる、主催できる

LoGoチャットを利用して
フラットなコミュニケーションが取れる

プロジェクト創出・推進
に関わることができる

ポイント

１ ２ ３

ポイント ポイント

 定期的に開催される勉強会に参加できる
 企業側で勉強会を主催し議論ができる
 自治体のニーズを把握できる

 LoGoチャットを利用して、フラットなコミュニ
ケーションを取ることができる

 自治体から直接アプローチを貰える可能性
がある

※企業から自治体への個別メッセージ機能は制限しております。

 自治体ニーズと合致する場合は、デジタルデ
バイド層解消を軸にした事業計画の共同作
成に関わることができる

 自治体支援業務の遂行を通じて実践的な
ノウハウを取得できる

一社が掲げる価値観に共感いただいた賛助会員企業のみなさまとの繋がりを大事にし、共に自治体の課題解決を目指していきたい。

勉強会に参加 勉強会を自ら主催

事業計画 プロジェクト推進

実現したいこと



【企業様向け】賛助会員の概要

◆会費：10万円/年

※会費にはコミュニケーションツール「LoGoチャット」のアカウント利用料を含みます。

→次スライド以降にて、年会費納付の流れについてご説明いたします。
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https://maru-digi.org/member/

◆その他
自治体と企業のマッチングの場づくりに
関して、後日説明会を予定しておりま
す。詳しくは決まり次第、HPのInfoコー
ナーで公表いたします。
https://maru-digi.org/info/
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参考）ミニスタ参加経由での企業会員入会について

＜加入までのフロー概要＞

ミニスタ(※)参加
(※)一社定例での勉強会

一社事務局へ
コンタクト

※HP問合せ、イベント面会、
リファラル等

事務局メンバー
による個別面談

・雰囲気を知りたい
・自社サービスの
ニーズ有無をまず
は確認したい

すぐに加入したい

必要に応じて

フォームで
参画申請

会費支払い 承認 入会

ミニスタ
とは

まるごとデジタルの賛助会員が主催・参加するミニ勉強会です。
本来入会後に参加できますが、賛助会員をご検討中の企業様は、トライアルとしてミニスタ
に参加（主催）いただき、自治体からのニーズ確認・意見交換ができます。


